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　スを提供し、顧客企業に満足を頂くよう努めなければならない。

○私達は、常に情報を収集し、常に技術の向上に努め、各個人の経験を皆のものとし、

　すべての社員が努力の天才になるように努める。

○私達は、企業を成長の場と考え、知識と技術と情報を持って、絶えず何が必要であるか、

　何を成し実行するべきかを常に追求する努力家集団となろう。

(1)経営理念

□ごあいさつ

＜環境経営理念＞
環境経営方針

2.環境関連の法規制及び当社が同意するその他の要求事項を遵守し、地球環境に対する汚染の予

　防に努める。
3.地球環境問題の研究に取り組むことの社会的意義を十分理解し、業務に取り組めるよう全社員

○私達は、廃棄物の収集運搬処理を通して、地球環境に貢献する事に努めなければならない。

　この努力を継続しえない人は私達の仲間ではない。

大都クリーン株式会社は、廃棄物収集運搬処理業務及び付帯サービスの関連業務を通し
て、顧客が安心して任せられる企業を目指し、地球環境の保全と、次世代に自信のある
環境を残す為、エコアクション２１環境経営システムを構築し、それを継続的に改善し
ながら実施することで地域社会と地球環境に貢献することとします。

1.事業活動に置いて、環境に及ぼす影響を評価し、環境目的・目標を設定し、見直しを行うこと

　により、省資源・省エネルギーとする継続的な改善に努める。

＜環境保全への行動指針＞

木村　修市
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適正な利用により水使用量の削減に努めます。

洗浄剤や殺菌剤など適正管理に努めます。

地域や関係団体の環境活動に積極的に参加します。

環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

事業所や車両の省エネに努めます。

自社の廃棄物の削減や受託廃棄物の再資源化に努めます。

　と関連して働くすべての人への環境負荷低減への教育・訓練を実行し地球環境への意識の向上

　と周知を図る。
4.この環境方針は広く一般に公表する。

代表取締役

制定日： 2019年10月1日

○私達は、廃棄物の収集運搬処理を通して、顧客一人一人のニーズを常に考え、質の良いサービ

私共、大都クリーン株式会社は昭和39年の創業時より地域社会と密着した廃棄物コーディネートを図っ
てきました。一般廃棄物業者としては日本で初めて天然ガス収集車の導入や、太陽光発電（30㎾／日）
の導入もし実施してきました。
常に時代の流れを先取りし地域社会とともに育ってきた弊社は、限りある資源の有効利用・環境負荷の
低減・エコロジーな経済性の3項目を基本の柱とし、EA21を活用して次世代へと自信をもって引き継げ
る持続可能な取り組みをこれからも実施してまいります。

(2)環境経営方針
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対象事業所：

軽車両
1

□事業の紹介

受託した産業廃棄物の処理量

2ｔパッカー車

大阪府大阪市生野区巽東4丁目8番20号

21.451.41

責任者　 営業部長　 藤江　　純　　 TEL：０６－６７５８－５５５５
担当者 横平　和希　　

一般廃棄物収集運搬量 3,719

延べ床面積　　　

産業廃棄物収集運搬量
資源物収集運搬量 16

4000

うち再資源化量
うち再資源化量

本社
29

216

東大阪営業所 八尾営業所 第一車庫 第二車庫 第三車庫 第四車庫

15,696

一般廃棄物・産業廃棄物の収集運搬業・リサイクル事業

環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

名称及び代表者名

第四車庫

大阪府八尾市跡部北の町2丁目1番32号205号室

大阪府大阪市生野区巽東4丁目10番40号
大阪府東大阪市渋川1丁目16番12号

大阪府東大阪市渋川2丁目79番1号
大阪府東大阪市渋川2丁目81番1号
大阪府八尾市跡部本町1丁目33番1号
大阪府大阪市生野区巽東4丁目8番20号

所在地
本　　　社

東大阪営業所

八尾営業所
第一車庫
第二車庫
第三車庫

代表取締役  　木村　修市
大都クリーン株式会社

□組織の概要

事業内容

事業の規模
法人設立
資本金

大阪府八尾市跡部北の町2丁目1番32号205号室
大阪府東大阪市渋川2丁目79番1号
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1

4ｔダンプ
3ｔダンプ
2ｔダンプ

3.5ｔパッカー車
3ｔパッカー車

合計

リサイクル事業の製品としてペットボトルのシートを活用し、名刺として販売しています。

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名：

本　　　社
名称及び代表者名

大阪府大阪市生野区巽東4丁目10番40号
大阪府東大阪市渋川1丁目16番12号

　　　活動： 一般廃棄物・産業廃棄物の収集運搬業・資源回収業

第二車庫
第三車庫
第四車庫

大阪府東大阪市渋川2丁目81番1号
大阪府八尾市跡部本町1丁目33番1号

東大阪営業所

243.36 59.6 45.97 27.57

売上高

従業員　　　　　

17

台数 備　　考
3

7

八尾営業所
第一車庫

事業期間1月～12月

3

大都クリーン株式会社　代表取締役　木村修市

車種



・時部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施
・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告

・環境経営レポートの確認
・環境活動の取組結果を代表者へ報告
・環境経営目標・環境経営計画書を確認
・環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境活動実績の確認・評価
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ＥＡ２１推進委員会

全従業員

部門長

・環境経営方針の策定・見直し

・環境経営に関する統括責任

・環境経営レポートの承認

代表者（社長）

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

環境管理責任者

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備
・環境管理責任者を任命

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理
・環境活動の実績集計
・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・試行・訓練を実施、記録の作成
・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成

・環境経営計画の審議

（認証登録範囲）

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

ＥＡ２１推進委員会

役割・責任・権限

・環境管理責任者の補佐、ＥＡ２１推進委員会の事務局

・自部門における環境経営方針の周知

・代表者による全体の評価と見直し、指示

□環境経営組織図及び役割・責任・権限表

営業部 収集運搬部門総務部

代表取締役

木村 修市

環境管理責任者
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無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

東大阪市

令和8年8月31日

令和7年6月21日

令和4年4月1日

令和4年4月1日

（行政処理）

令和4年5月1日

許可年月日

□許可の内容

備　　　考

令和6年7月30日

クリーンステージ

□産業廃棄物処理フロー

許可番号 許可有効年月日

【中間処理】

木材開発㈱

PET

金属等

㈱高産

古紙

収集運搬（社内）

排出者企業
大東衛生㈱

金属類：浜田・浪速金属・野村興産

令和2年7月16日

令和2年10月22日2600040078

選
別
作
業

第31号 令和6年4月30日

許可区域

許可区域

㈱シプレコーポレーション

産業廃棄物

大阪湾広域臨海環境整備センター

大阪市 第030056号 令和6年3月31日

令和6年3月31日第2207号
八尾市

許可年月日 許可有効年月日

　　一般廃棄物収集運搬業許可の内容

　　産業廃棄物収集運搬業許可の内容
廃棄物の種類

令和3年9月1日

令和9年3月2日

令和7年8月3日

令和4年3月23日

奈良県

令和2年8月4日

再商品利用業者
ボードメーカー

製品:パーチクル
ボード再生紙
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許可番号

㈱ダイカン

(有)福商リサイクル

積
替
保
管

大阪府 2700040078

2900040078

金属類:㈱羅漢社中・㈱信和・扶和メタ
ル㈱

2501040078
2803040078

滋賀県
兵庫県

有価物・リサイクル

3000040078
令和7年10月21日

令和1年7月31日

和歌山県

□一般廃棄物処理フロー

一般廃棄物
　収集運搬（社内）

有価物・リサイクル

（社外処理）

京都府

ビン

RPF：松崎商事㈱

ガラス類：日本山村硝子

廃プラスチック：タツミ合成・三重中央開発

㈱マルサン

計量

木くず：木材開発㈱・阪南産業㈱・
㈱浚渫工業・㈱都市樹木再生センター
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○その他（蛍光灯・乾電池・車輌バッテリー・廃食油（動・植物油））

合同衛生㈱

野村興産

㈱大阪鉛鍚

西日本油脂協
同組合（提携）

蓄電池協会

蛍光灯・乾電
池・車輌バッ
テリー・廃食
油（動・植物

油）

メーカー

メーカー
収
集
運
搬

（
社
外

）

メーカー

メーカー
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○

〇

○

2018年

2022年

2021年

2022年
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97%

94%

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh

産業廃棄物の削減

自動車燃料による二酸化炭素削減

99%

2018年

846

234,949

137

2021年
□主な環境負荷の実績

0.311

産業廃棄物排出量 1,050

2024年

（目標）

水使用量

基準値 2022年

（基準年)

1,830

360

1470

関西電力の2021年度調整後の係数　

一般廃棄物排出量 348

2020年

237,028kg-CO2

単位項　目

・アイドリングストップ

483357 468

５月

414

・効率的なルートで回収 ○

347 330

1,190
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取組結果とその評価、次年度の取組内容達成状況

△

取組紹介欄

自動車燃料による二酸化炭素削減

497
446

448
371

392
377 382

１１月１月

数値目標

・エリア別営業活動の見直し

432

廃棄物排出量

kg-CO2

6,774 6,272

2,839

電力による二酸化炭素削減 kg-CO2

基準年度比 2018年 96% 103%
232,552

kg 360 346

基準年度比

４月

〇

３月

0.50 1.40

㎥ 290
95%

2021年

1,499

96% 34%

239,744 237,347 230,254

基準年度比

７月６月

94%

・空調温度の適正化（冷房２6℃　暖房２０℃）
数値目標

94%

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

（目標）

1.38

238,486

305

2023年

246,220

96% 95%
287

1,398

6,338 6,206

96%

346

305 293 137
2020年

○

二酸化炭素総排出量

1,383

ｔ

45%

98%

95%

１２月

6,602

㎏

㎏
㎏

□環境経営目標及びその実績

94%

2,013

✕

1,560
1,383

１１月

2,763

行動目標（次項による）

□環境経営計画の取組結果とその評価
数値目標：○達成　×未達成

電力による二酸化炭素削減

・ノー残業デーの実施

2,153 1,477

（目標）

1.41
96%

前半の使用量がコロナ前と比べテレワーク等が無くなった為、暖房
の使用が増えた。

○

1,095

１０月９月８月

1.47

338
238,758

342

○

７月 ８月 ９月

213

1,444
1,595

382 450
282

取組紹介欄

1,491

達成状況

1,258
1,388 1,153

５月

1,980
1,914

２月
2,329 2,171

346

500

201

2022年

基準年度比

95%

環境に配慮した収集運搬

年間を通して目標値はクリアすることが出来た。今後も維持できる
ように改善を図りたい。

取組結果とその評価、次年度の取組内容

423

○

６月

276 319

一般廃棄物の削減

評価

上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2 246,346 243,685 237,028 241,221

（実績）

基準年度比 2018年 96%

418
１０月 １２月

505
529

・不要照明の消灯

水道水の削減

2,110
1,680

２月 ３月 ４月

2,525

１月

0

1,000

2,000

3,000

電力（kWh） 2018年 2022年

0

200

400

600
ガソリン（L) 2021年 2022年



2021年

2022年

2021年

2022年
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823 743 793 624
６月

165 222
113 141

１２月４月 ８月 ９月 １１月１月 ２月 ３月

取組紹介欄

7,106 8,126

５月

6,359
6,112 6,057

7,786

１０月

7,789 6,713

６月

56
696

6,568

１月 ４月 ５月

7,175
7,1106,889

6,130
7,018 7,5067,026

７月

6,8356,269

269

6,920
6,630

7,200

136
773

３月

７月

96

6,220

1,016

7,239

103 87 98 98 93176 120

取組紹介欄

１０月 １１月 １２月
176

８月 ９月２月
668

6,139

0

5,000

10,000
軽油（L) 2021年 2022年

0

500

1,000

1,500
CNG（m3) 2021年 2022年



2018年

2022年

2018年

2022年

2020年

2022年

３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月

・素材別ボックスの設置 ○
・リサイクル業者の開拓 ○

取組紹介欄

0.00 0.00 0.51 0.00 0.00 0.00 0.51
0.00 0.00 0.00

１１月 １２月

・作業ミスによる廃棄量の削減

取組結果とその評価、次年度の取組内容

数値目標 ○ 達成できました。次年度も継続していきます。

１月 ２月
0.45

○

〇

水道水の削減
数値目標

環境に配慮した収集運搬

７月１月 ２月 ５月３月
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洗車の節水により達成できました。継続していきます。

３月２月 ４月

2929
30

29

○

６月

2829

１１月

達成状況

29
30 30 30 30

29 29

9

○
○

・作業開始前の車両点検

・車両の清掃
・積み残しの削減

・エコドライブの推進（燃料使用量は別項目で実施）

11

１１月
27

・節水シールの貼り付けとポスター掲示

取組結果とその評価、次年度の取組内容

12 11 11

○

産業廃棄物の削減 達成状況

○

コースより少し離れたところにある得意先を他の業者
と交換し、収集運搬の効率化を図る

７月

10 11 13

４月

達成状況

１月

一般廃棄物の削減
数値目標

１２月

○

８月 ９月

29
30 30 30 30 30

達成状況

○

何とか、目標値を達成できました。しかし、厳しい状況ですが、継続して取り組んでい
きます。

0.00 0.00 0.00 0.00
0.00 0.50 0.00 0.00 0.50

取組結果とその評価、次年度の取組内容

○

0.00 0.00 0.00 0.00

・シュレッダー廃紙のリサイクル化
・分別の徹底

・ペットボトルキャップの回収と寄付
・裏紙利用による紙使用数の削減

30
29

21 20
９月 １０月 １２月

〇

23 25

取組紹介欄

６月

1112 13
20

○

1938 42 20

取組結果とその評価、次年度の取組内容

13

大きな問題なく、取り組めたと思います。次年度も継続していきます。

30

〇

26 24

2829

５月 １０月

８月
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□ あり ☑ なし

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

□緊急事態対応訓練
緊急事態の想定：

■評価：手順通りにできました。

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

火災の発生
■実施日：2022年9月6日 ■実施場所：協会及び本社
■参加者：社長・木村部長・道畑・藤江・横平・熊谷 ■実施内容：防災訓練

手順書の変更の必要性

■実施状況の様子

過積載、アルコールチェック
収集運搬車

道路交通法

廃棄物処理法
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5月に消防点検を受けて消火器等の設置も完了している。

・通報訓練、消火訓練、避難訓練

収集運搬業、産業廃棄物（廃プラ、廃ガラス、廃油等）
NOx PM法

□環境関連法規の順守状況及び評価並びに違反、起訴等の有無。

適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等）



□代表者による全体の評価と見直し・指示
実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり
環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり
実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

□これまでの環境活動の紹介
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今年度はコロナも少し落ち着きテレワークも改善され事務所の出勤も増えて電力の使用量
も増えてしまいました。その他は車両の入れ替えにより二酸化炭素の排出量を削減するこ
とができました。
次年度はSDDGsに向けて社員一同取り組んでいきます。

2023年1月16日

大阪市一般廃棄物適正処理協会で

実施している献血活動の様子

社内のライトは全てLED

コロナ対策でアクリル板、アルコール消

毒、空気濃度チェッカーを置いていま


